
繹
宗
教
團
に
於
け
る
経
濟
生
活
上
の
態
度
に
就
て

輻

場

保

洲

旧

 藤
宗
教
團

に
於

て
、
租
師
方
は
輕
濟
生
活

に
勢
し
て
如

何
な

る
態
度
を
執

ら
れ
た
か
、
登
膿
と
し

て
の
敏
團
は
之

に
野
し

て
如
何
な

る
態

度
を
と

つ
て
來
た
か
。
租
師

方
が
執
ら
れ
た
態
度
は
、
そ
れ
が
實
践

の
理
念

で
あ

つ
た
と
同

時

に
實
践
そ

の
も

の
で
あ

つ
た
こ
と
は

云

ふ
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
る
。
然

し
、
全
膿
と
し
て
の
敏

團
に
於

て
は
、

組
師
方

の
態
度
が
、
そ

の
實
践

の
規
準

と
な

つ
て
ゐ
た
こ
と
は
固
よ
り
當
然

の
こ
と

で
あ
り
叉
事
實

疑
を
挿
む
絵
地

は
な

い
と
思

ふ
が
、
そ
れ
は
果
し

て
實
践

さ
れ

て
ゐ
た

で
あ
ら
う
か
ど
う
か
。

生
産
と
消
費
と
を
除

い
て
経
濟

生
活
は
成
立

し
な

い
の
で
,あ
る
か
ら
、

此
等
は
経
濟
生
活

の
二
大

中
心
部
門
を
な

す
と
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
。

從

て

自
ら
交
換
蓄
積
所
有
等

は

之

に
随
伜

す

る

第

二
次
的
な

部
門
と

な

る
。
而

て
消

費
を
豫

想
せ
ざ

る
生
産

は
殆
ど
絶
無

で
あ

る
。
當
面
は
蓄
積

を
豫

想
し
て
の
生
産
品
も
窮
極
は
滑
費

さ
れ
る
の
で
あ

り
、
消

耗
さ
れ
る
量
が
極

め
て
少
く
そ
の
生

産
は
直
接
滑
費

の
爲

に
行
は
れ
る
の
で
な

く
他

の
物
資

の
生
産

の
爲

に

利

用
す
る
と
云

ふ
月
的
の
爲
に
生

産
さ
れ
る
物
資

も
、
何

時
か
は
消
耗

し
叢
さ
れ
る
時
が
あ

る
の
で
あ

る
か
ら
、
畢

覧

、
生
産
は
殆
ど
常

に
消
費

を
豫
想
し

て
行
は
れ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
。
か

く
し

て
生
産
と
消
費

と
は
常

に
不

縄
宗
教
團
に
於
け
る
緯
濟
生
活
上
の
態
度
に
就
て

(
一
)
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輝
宗
教
團
に
於
け
る
縄
漕
一生
活
上
の
態
度
に
就
て

(
二
)

可
分

の
關
係

に
在

る
と
云
ひ
得

る
の
で
あ

る
が
、
云

ふ
ま

で
も
な
く
爾
者

は
夫

々
異
れ

る
本
質

を
有
す
る

の
で
あ
る

か
ら
、
爾
者
を
以

て
経
濟
生
活
の
二
大
中
心
部
門

と
な
す

こ
と

は
自
然

に
し

て
當
然

の
こ
と

で
あ

る
Q

斯

の
如

く
生
産
と
清
費
と
は
経
濟
生

活
の
中
心
を
な
す

も
の
で
あ
b
從

て
最
も
重
要
な
も

の
で
あ

る
の
で
あ
る
が

之
に
封

し
て
、
租
師
方

は
如
何
も15
る
態
度
を
執
ら
れ
た

で
あ
ら
う
か
。

云
ふ
ま

で
も
な

く
佛
者

は
生
産
者

で
な

い
。

從
て
佛

者
が

自
己
の
物
質
生
活
自
膿

の
爲

に
生
産

に
從
事
し
た
り
他

人
に
物
資
を
供
給

せ
ん
が

爲

に
生
産

に
從
事
し

た
り
す

る
こ
と
は
佛
者

の
本
儀
に
か
な

ふ
所

以
で
な

い
。
否
な
寧
ろ
信
施

に
よ

つ
て
生

活
の
資

料
を
得

る
こ
と
が
佛

者

の
本
義

に
か
な

ふ
所

以
で
あ

る
。

叉
よ
し
ん
ば
生
産

に
直
接

從
事
す

る
こ
と
あ

る
も
そ
れ
は
常

に
自
然

に
佛
敏
生

活

の

一
場
面

と
な

つ
て
ゐ
る
が
如
き
も

の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。
佛
者

の
生
産

に
封
す

る
態
度

に
就

て

は
以
上
の
如
く
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
佛
者
に
そ
の
生
活
の
資
料
を
與

へ
る
人
々
i

信
施
者
に
封
し
て
佛
者

は
如
何
な

る
態
度

を
執

る

べ
き
で
あ

る
か
。
信
施
者

に
封
し

て
執

る
べ
き
態
度

は
畢
覧
信
施

に
封
し

て
執

る
べ
き
態

度
と
別

の
も

の
で
な

い
。
信
施

に
甥
し
て
執

る
べ
き
態
度
は
信
施
物

の
清
費

に
封
し
て
執

る
べ
き
態
度

に
外
な
ら
な

い
の
で
あ

る
が
、
而
も
、
信
施
物
は
生

産
さ
れ
た
物
で
あ

る
か
ら

、
信
施
物

に
饗
す
る
態
度

は
自

ら
生
産
者

に
封
す

る
態
度

に
直

接
聯
關

す
る
も
の
で
あ

る
。
わ
が
藤
門

の
租
師
方
は
、
之
等
に
封

し
て
如
何
な

る
態
度
を
執
ら
れ

吾

々

見
孫

に
如
何
な

る
教
示
を
残

さ
れ
て
ゐ

る
で
あ
ら
う
か
。

二
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白
隈
藤
師
は

「
於
仁
安
佐
美
」

(「
自
隠

和
樹
全
集
」
巻
之
五
、

三
〇

二
)

に
於

て
、
「
見

地
透
脱
」

底
を
得
た
る
者

も
上
求
菩
提
下
化
衆
生

の
大
願

心
を
鞭

ち
進
ま
ざ
れ
ば

必
す
魔
道
に
堕

す
ぺ
き
を

説
き
、
績

い
て
次

の
様

に
云

ふ
。

「
古

へ
百
丈
、
黄

彙
、
臨

濟
、
興
化
、
蹄
宗

、
魔
麻
等

の
諸
老
、
毎
日
作
務

普
請

の
鼓
を
鳴
ら
し

て
、
捜
石
搬
土
、

水
薪
菓
疏

、
七
顛
倒
、
八

狂
齪
、
千
愛
萬

化
の
上

に
於

て
、
正
念

工
夫
、
毫
驚

も
打
失

せ
す
、
其

綿
密

の
行
持
、

直

に
是
れ
諸
佛

の
大
灘
…定
。
佛
祀
も
窺

ふ
こ
と
能

は
す
、
魔
外

も
計

る
こ
と
を
得
す
。
是
を

不
離

道
場

の
行
持
と

云
ふ
。」

叉

「
遠
羅

天
釜
」

(
「
全
集
」
巻
之
五
、

=

一
八
)

に
於
け
る
黙
照
暉
を
批
評
す

る
文

に
於

て
次

の
様

に
云

ふ
。

「
若

し
叉
枯
坐
獣

照
を
以
て
定

れ
り
と

せ
ば
、
狂
げ

て

一
生
を
錯

り
、
大

に
佛
道

に
違

せ
ん
。
佛
道

に
違
す

る
の
み

に
非
す
、
大

に
世
諦
も
磨

せ
ん
。
何
が
故
ぞ
、
若
し
夫
れ
諸
侯

大
夫
は
朝
観
を
怠

り
、
國
務
を
塵

し

て
枯
坐
獣
照

し
…

…
…
商
買
は
店

戸
を
鎖
し
算
盤
を
確

い
τ
枯
坐
獣
照
し
、
農
夫
は
黎
鋤
を
榔
ち
耕
萩
を
止
め

て
枯
坐
獣
照
…

…
…

せ
㌔は
、
國
衰

へ
民
疲

れ
、
賊

盗
頻
り

に
起

つ
て
國
其

れ
危
か
ら

ん
か
。

…
…
…
古

へ
縄
門

の
盛
な
り
し
時
、

南

岳
、
馬
租
、

百
丈
、
黄

樂
、
臨
濟

…
…
…
等

の
諸
聖
、
捜

石
搬
土
、
水
薪
楽
疏

作
務
普

請
の
鼓

を
鳴
ら
し

て
、

專

ら

動
中

の
得
力
を
求
む
。
是

の
故

に

百
丈
大
師

曰
く
、
8一
日
な

さ
ゴ
れ
ば

一
日
食

せ
や
と
。

是
を

動
中

の
工

夫

、
不
断
坐
灘
と

云
ふ
。

此
の
風
、
近
代
地
を
梯

つ
て
鑑

く
。」

建

に
、
僧
に
せ
よ
俗

に
せ
よ
、
眞

に
向
上
の
事

に
徹
せ
ん
と
す

れ
ば
、
徒

に
静
庭
を
求
め

て

「
心

源
湛
寂
、
黙
照

顧
宗
教
團
に
於
剛
る
輕
濟
生
活
上
の
態
度
に
就
て

(三
)
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鐸
宗
教
團
に
於
け
る
鍵
.濟
生
活
上
の
態
度
に
就
て

(四
)

枯
坐
、
友
心
混
智
、
寂
滅
室
溝
L
の
境
地
を
求
め
ず
、
ゴ
千
差
萬
別
の
塵
務
の
上
、
七
縦
八
横
の
世
波
の
問
に
於
て

正
念
工
夫
相
綾
關
断
な
か
ら
」
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
行
住
坐
臥
打
坐
看
輕
作
務
普
請
、

ペ
ン
を
運
び
算
盤
を
は
ち

き
鋤
鍬
を
振
び
銃
を
執
る
、

「
総
に
是
れ
正
念
工
夫
の
全
膿
」
た
る
境
涯
こ
そ
眞

の
灘
的
妙
境
で
あ
る
。
若
し
灘
が

こ
の
境
涯
の
外
に
求
む
べ
き
も
の
あ
り
と
な
さ
ば
、
灘

の
眞
生
命
は
失
"
れ
、
、
「
世
諦
」
に
腱
す
る
機
用
は
現
れ
す

狂
瀾
怒
濤
さ
か
ま
く
こ
の
現
實
境
に
封
し
て
爲
す
所
を
知
ら
す
、
却
て
世
を
毒
し
國
家
の
基
礎
を
危
く
す
る
邪
敏
な

り
と
し
て
排
撃
さ
れ
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
詮
な
し
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
否
、
臨
濟
灘
師
よ
り

「
擬
人
爾
三
界
を

出
で
て
什
塑
の
庭
に
か
去
ら
ん
と
要

す
」
と
叱
咤
悪
罵
を
あ
び

せ
ら
れ
る
で
あ
ぢ
う
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
吾
々
は

「
作
務
普
請
の
鼓
を
鳴
ら
し
て
」
、
積
極
的
に
動
中
に
於
て
綿
密
な
る
工
夫
を
行
ひ
、
以
て
佛
魔
共
に
窺
ひ
得
ざ
る
境

涯
を
修
錬
し
大
機
大
用
を
登
揮
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
.
「
鬼
窟
裏
の
死
灘
和
」
!

正
受
老
人
が
自
隠
和
爾
似
若
か
り

し
頃
黛
屡
々
與
,へ
た
こ
の
悪
毒
の
語
は
、
吾
々
が
常
に
胸
問
に
掛
在
す

べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

斯
の
如
く
、
正
念
工
夫
不
断
相
績
は
、
却

て
鍵
動
常
な
き

「
塵
務
の
上
、
世
波
の
間
」
に
於
て
又
躍
動
す
る
作
務

普
請
に
於
て
こ
そ
求
め
ら
る
べ
ぎ
で
あ
り
、
叉
そ
の
境
涯
こ
そ
顧
的
妙
境
な
り
と
祀
師
方
は
教
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ

の
祀
師
方
の
敷
示
の
上
に
立
つ
て
考
ふ
る
時
、
吾
々
は
荏
産
に
封
し
て
如
何
な
る
態
度
を
執
る

べ
き
か
。
前
に
も
述

べ
た
様
に
、
佛
敏
者
は
生
産
者
で
な
い
。
灘
者
は
あ
く
ま
で
も
輝
者
で
あ
る
。
輝
者
の
生
活
の
中
心
は
藤
そ
の
も
の

に
在
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
歩
た
り
と
も
、
輝
そ
の
も
の
よ
り
輝
者
の
生
活
の
中
心
が
逸
脱
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
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そ
れ
は
堕
地
獄

の
業

で
あ

る
と

云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
な

が
ら
、
塵
務

の
上
、
世
波

の
問
、
作

務
普
請

に
於
け

る
綿

々
密

々
な

る
正
念
工
夫
こ
そ
却

て
求

め
ら

る
可

く
愈
ば

る
障
き
も

の
で
あ

る
と
な

さ
れ
る
以

上
、
租
師
方

が
生

　

　

　

産
を
肯
定

さ
れ
て
ゐ

る
滑
息
を
窺

ふ
こ
と

が
出
來

る
の
で
あ
る
。
軍

人
學

者
政
治
家
商

人
而

て
あ
ら

ゆ

る
生
産
者
、

夫

々
自
己

の
持
場

々
々
に
於

て
最
大

の
能

力
を

駿
揮
し
な
が
ら
、
而
も
そ

の
塵
務

の
上
世
波

の
問

に

於
て
正
念

工
夫

不
断
相
績

の
妙
諦
を
駿
揮

す
る
こ
と

こ
そ
、
暉

的
眞
骨

頭
で
あ

る

の
で
あ

ろ
。
輝

者
は
、
行
住

坐
臥
打
坐
看
経
作
務

普
請

に
於

て

「
総

に
是
れ

正
念
工
夫

の
全
艦
」

た
る
境
地

に
在

つ
て
こ
そ
、
眞

に
そ

の
本
領
を
螢
揮

し

て
ゐ
る

の
で

あ

る
漁

か
く
し

て
、
吾

々
は
、
租

師

の
教
示

に
基
い
て
、
生
産
業
者

の
業
務
を
肯
定

す

る
こ
と
が
出

來

る
、

「
治

生

産
業
背
實
相
と
蓮

背

せ
す
」
と

云
ふ
こ
と
が
出
來

る
の
で
あ
る
。
而

て
作
務

普
講
、
之
を
経
濟

的
な

人
間
活
動
と
し

て
見
る
時
、
そ
れ
は
多
く

の
場
合
生
産
的
行
爲
た

る
側
面

を
現

し

て
ゐ
る
。
例

へ
ば

一
、
師
.凡
作
執
レ螢
必
先
己於
衆
一圭

者
不
レ
忍
密
牧
昌作

具
'而
請
レ息
レ之
師

日
吾
無
レ徳
争
合
レ
勢
"於

人
一既
偏

求

作

具
鞠不
レ獲

而
亦
忘
レ塗
故
有

二

日
不
レ作

一
日
不
レ食
之
語
陶。
(
百
丈
麗
師

の
場
合
。
「
五

燈
會
元
」

一『

一
四
)

二
、
黄
巣

一
日
普
請
鋤
昌茶

園

黄
葉
後

至
師

(
臨
濟

)
問
訊
按
レ鍵

而
立
黄
彙

日
莫
昌是
困
鞠耶
日
纏
鍵
レ地
何
言
レ
困
黄
樂

墨
'柱

杖

一便
打
師
接
レ杖
推
昌倒
和
爾
'…
…
…

(
「
景

徳
傳
燈
録
」
一
二
、

六
)

や

た

三
、
師

(
雲
居
道
鷹
)
合
レ醤
衣
洞
山
(
良
紛
)
間
作
昌什
慶
一師

日
合
レ醤

洞
出
日
用
昌多
少
璽
一日
旋

入
洞
山

日
作
ヨ何
滋
味

一

師

日
得

(
同
上
十

七
、

五
)

輝
宗
教
團
に
於
け
る
経
濟
生
活
上
の
態
度
κ
就
て

(五
)
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輝
宗
教
團

κ
於
け
る
経
溜
一生
活
上

の
態
度
に
就
て

(
六
)

四
、

一
日
大
普
請

維
那
請
協師

(
抗

州
佛

日
和
省

)

逡
ワ茶
師

日
某
弔
爲
昌佛

法
一來

不
昌爲
レ茶
來

維

那
日
和
荷
教
昌上
座

邊
7茶

日
和
省
尊
命
帥

得
乃
將
レ茶

去
昌作
務

庭
一揺
二茶
碗
一作
レ
聲
爽

山
廻
顧
師

日
醐
茶

三
五
碗
意

在
昌
鍵
頭
邊
一
爽
山

日

瓶
有
昌煩
レ茶

意
一藍
中
幾

箇
断
…
…
…
(
同

上

二
〇
、

六
)

百
丈

禰
両

に
於
け

る
作
務

は
云
ふ
に
及
ば
す
、
組
師
方

の
日
常

に
於

て
作
務

普
請
が
如

何

に
重
要
な
意
義
を
有
し

て
ゐ
た

か
は
、
藪

に
め
げ

た
ろ

二
三
の
例

に
よ

つ
て
も
知
り
得

る
。
挽
ゾ
石
搬
レ
土
、
薪

を
茱
り
畑

を
耕

し
或
を
茶
を

摘

み
蛛
噌
を
造

る
。
此
等
は

一
種

の
生
産
的
行
爲

で
あ

る
こ
と
は
明

で
あ

る
。
而

て
こ
の
行
爲
即
灘
的
生
活
と
な

つ

て
ゐ
る
所

に
作
務
普
講

の
中

心
的
意
義
が
あ

る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が

、
競
師

方
は
こ
の

行
爲
自
膿
を
も

こ
れ

は

こ
れ
と
し
て
奪

ば
れ
て
ゐ
た
様

に
思
は
れ

る
。
こ
れ
は
こ
れ
と

し
て
奪
ば
れ

て
ゐ
た
と

云
ふ

て
も
、
縄
者
が
経
濟

的
な
生

産
者
と
な

る
こ
と
を
奪
ば
れ

て
ゐ
た
と
云
ふ
意

味
で
な

い
こ
と

は
云
ふ
ま

で
も
な

い
。

生
産
的
行
爲
も
、
作

爲

ゼ
す
自
黙

に
職

的
生
活
即
ち

正
念
工
夫

不
断
相
績
中

の
内
容

に
な
り
得

た
の
で
あ

る
か
ら
、

租
師
方
は
奪
ば
れ

て

ゐ
た
。
否
、
祀
師

方

に
於

て
は
、
か

～
る
生
産
的
行
爲
も
生
産
的

行
爲

で
な

く
孟

念
工
夫

不
噺

湘
績

そ

の
も

の
で
あ

り
、
か

～
る
行
爲

の
場

は
綿

々
密

々
な

る
行
持
の
道
場

そ
の
も

の
で
あ

つ
た
の
で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
は

こ
れ
と
し

て

奪

ば
れ
て
ゐ
た
と
云
ふ
の
は
、
祀
師
方

に
於
け
る
翼

の
消

息
で
は
な
く
、
吾
々
の
眼

に
こ
の
様

に
映

ず

る
に
過

ざ
な

い
と

云
ふ
方
が
適

當

で
あ
ら
う
。

斯

の
如

く
考

へ
て
來

る
と
、
吾

々
が

生
産
的
行
爲

に
封

し
て
執

る
可
き
態
度
は
自
ら
明

で
あ

る
。
生
産

者

の
生
産
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的
行
爲
に
就
て
は
も
は
や
云
ふ
に
及
ば
す
。
吾
々
自
身
が
直
接
生
産
的
行
爲
を
な
す
場
合
が
あ
れ
ば
、
こ
の
行
爲
は

綿

か
密

々
な
る
行
持
そ
の
も
の
～

一
つ
で
あ

つ
て
始
め
て
祀
師
方
の
悪
罵
を
菟
れ
る
こ
と
が
で
港
る
。
若
し
租
師
方

の
か

、
る
行
爲
を
唯
形
式
の
み
に
於
て
模
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
粗
師
方
に
於
け
る
滑
息
に
白
雲
萬
里
乏
云
は
ね
ぽ

な
ら
な
い
で
あ
ら
う
Q三

租
師

方
の
日
常

に
於
て
作
務
普
請
が
斯
の
如
く
重
要
な
意
義
を
有
し
て
ゐ
た
こ
と
を
、
灘
宗
敏
團
の
経
澱
の
立
場

か
ら
見
る
な
ら
ば
、
當
時
の
敏
團
生
活
の

一
つ
吻
資
源
が
作
務
普
請
に
あ
つ
た
で
あ
ら
う
と
想
像
し
て
も
大
な
る
誤

は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。
而
て
、
こ
の
作
務
普
講
鳳
、
世
を
降
る
に
從
て
、
綿
密
な
る
日
常

の
正
念
工
夫
上
の
行
持
と

し
て
も
、
叉
生
活
資
料
を
得
る
行
爲
と
し
て
も
、
段
々
と
其
の
重
要
性
を
失
ふ
道
程
を
辿

つ
て
來
て
ゐ
る
こ
と
は
否

定
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
白
陰
和
爾
の

「
掃
地
勤
行
…
…
…
作
務
普
請
…
…
…
是
れ
古
代
人
眞
正
修
練
の
艦
裁
に

し
て
、
近
代

は
塵
れ
果

て
た

る
芳
燭

に
侍

り
」
(
「
於
仁
安
佐
美
」
、
杢
集
五
、

二
八
〇
ー

二
八

で
)
と
云
ふ
語

は
、

此
の
問
の
滑
息
を
物
語

る
も

の
と
見

る
こ
と
が
出
來

る
。
事
實

、

「
景
徳
傳
統
録
」

の
み

に
就

て
観

て
も
、
唐
末

よ

り
以
後
、
作
務

普
講

に
就

て
の
記
録
は
漸
次
乏
し
く
な
り
、
之

に
件

つ
て
王
や
そ

の
他

の
上
層
階
級

と
の
交
渉

の
記

録
が
増
加

し
て
ゐ
る
。

こ
の
傾
向
ば
、
支
那

の
み
な

ら
す

日
本
の
灘
宗
敏
團

に
於

て
も
、
世
を
降

る

に
從

つ
て
顯
著

に
な

つ
て
來
て
ゐ
る
こ
と
は
箏
は
れ
な

い
事
實

で
あ
る
噂
こ

の
こ
と
は
叢
林

の
庫

下
が
潤
澤

に
な
b
學

者
が
増
加
す

縄

宗
驚

に
於
け
る
馨

生
活
上
の
態
度

接

て
、

(
七
)
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藤
宗
教
團
に
於
け
る
経
濟
生
活
上
の
態
度
に
就
て

(八
)

る
に
至

つ
た

こ
と
を
物
語

る

の
で
あ
る
が
、

必
す
し
も
宗

風
が
眞
實

に
墨
揚

さ
れ

る
檬

に
な

つ
た

こ
と
を
物
語

る
と

は
云
ひ
得
な

い
。
自
隠
和
術

の
、
「
往

々
に
師
學

と
も

に
常
住

の
幅
澤
を
榮
耀
と

し
、
多
衆
閾
熟

を
宗
風
と
し
…
…
…

衣
食

の
結
構
を
佛
道

に
充

つ
…
…
…
悲
ん
で
も
悲
む

べ
き
は
、
得
難
き

人
身
を
名
聞

の
奴
碑

に
責

め
使

ひ
、
上
も
無

き
佛

蟹
妄
紘

の
塵
埃

に
吹

き
埋
ま
せ
て
…
…
…
苦
汗

の
財
施
を
掠

め
取
る
に
は
、
目
蓮
鶯

子

の
紳
通
を
得
た
り
」
。

(
「
遠
羅
天
釜
」
巻

之
中
、
全
集
五
、

一
六
三
ー

一
六

四
)
と

云
ふ
痛
罵

は
、
唯
軍

に
學
者
を
鞭

策
す

る
語
と

の
み

な
す

こ
と
は
出
來
偽15
い
と
思

ふ
。

さ
て
、

原
始
佛
敷

時
代
よ
り
、
佛

者
の
経
濟
生
活

の
資

源
の
中

心
を
な

し
て
ゐ
る
も
の
が
、

信
施

で
あ

る
こ
と

は

云

ふ
ま

で
も
な

い
。
あ

る
時
代

に
は
、

又
あ

る
寺
院

に
於

て
は
㌦
寺

領
よ
り
の
牧

入
が
中

心
資

源
と
な

つ
て
ゐ
て
、

信
施
が
中

心
資
源
と
な

つ
て
ゐ
な

い
か

の
如
き
観
を
呈
し

て
ゐ
る
場
合
も
決

し
て
少

く
な

い
の

で
あ

る
が
、

元
來
寺

領
そ
の
も
の
が
信
施
-

或
る
場
合
に
は
歪
曲
さ
れ
た
信
施
從
て
信
施
な
ら
ざ
る
施
物
ー

の
生
み
出
せ
ち
も
の
で

あ

る
か
ら
、
信
施
が
佛
者

の
経
濟
生
活

の
中
心
の
資
源

た
る
こ
と

に
於

て
は
原
則
的

に
は

こ
の
場
合
も
異

る
所
な

い

と
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
信
施

に
就

て
租
師

方
は
吾

々
見
孫

に
如
何

に
読
か
れ

て
ゐ
る
か

。
思

ふ
に
此
は
語
ら

す
し

て
自
明
の

こ
と

～
思
ふ
が

、
少
し

く
租
師
方

の
敏
示
を
窺

つ
て
見

よ
う
。

信
施

は
之
を
施
す
者
と
之
を
受
く
る
者
と

の
雨
者
有

て
始
め

て
成

立
す

る
こ
と

は
云
ふ
ま
で

も
な

い
。

而
て
、
信

一

施
が
眞
實
信
施
と
な
ら
ん
が
爲
に
重
要
な
る
條
件
は
、
功
徳
を
豫
想
せ
ざ
る
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
功
徳
を
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豫
想
し
功
徳
を
得
ん
が
爲
の
信
施

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
始
め
よ
り
信
施
で
な
く
、
か
～
る
心
構

へ
を
以
て
し
て
は
、

世
界
の
富
を
積
み
施
す
と
も
、

「
無
功
徳
」
と
祀
師
の
叱
咤
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
租
師
方
は
斯
の
如

べ
信
施
に
…封
し
從
て
信
施
者
に
封
し
て
嚴
粛
な
る
態
度
を
要
求
さ
れ
る
以
上
、
之
を
受
く
る
者
に
封
し
て
も
同
様
な

陣

る
否
其

れ
以
上
嚴
粛
な

る
態
度
を

要
求

さ
れ

る
f
あ
ら
う

こ
と
は
當
然

で
あ

る
。
こ

の
施
者
と
受
者

と

の
態
度

に
就

て
の
無
難
和
尚

の

「
自
性
記
」

中

の
次

の
語

(
「
自
隠

和
省
全
集
」
第

一
巻
、
四
四
五
)
に
は
、
建

に

滋
味
深
き
も

の

が
あ
る
。

あ

る
人
佛

事

に
布
施

の
し
や
う

を
と

ふ
。
予

い
は
く
、
終

に
三
鐡
の

ふ
せ
す
る
人

な
し
、

三
銭
の

ふ
せ
を

う
く
る

坊
圭
な
し
。
か
れ
と

ふ
、

三
鏡

の
ふ
せ
と

は

い
か
や
"り
な

る
事
ぞ
。
予
云
、
天
下

に
誰
か
三
鈍
を

し
む

人
あ
ら
ん

や
、
た
と

へ
ば
千
貫
萬
貫
の
ふ
せ
も
、

三
鐘
出
す
心

に
て
せ
よ
と
い

ふ
事
な
b

…
…
…
叉
請

く
る
坊
主
萬
貫

の
ふ

せ
も
、

三
鏡

の
ご
と

く
に
お
も
は
ざ
れ

ば
、
直

に
其
弔
あ
や
ま

る
。
後

世
は
ち
く
し
や
う
と
な

る

事
疑
な
,し
。

無

功
徳
底

の
信
施
!
施
す
者
も
無

功
徳
底

に
於

て
之
を
施
し
、
受

け
る
者
も
之
を
無
功
徳
底

に
於

て
受
け

る
。
惜

み
な

く
施
さ
れ
、
素
直

に
他

事
に
と
ら
ば
る

～
心
な

く
之
を
受
け

る
こ
と
、
恰
も

「
三
鏡

の
布
施
」

の
如
く

で
あ
れ

ば
、
此
は

正
し
く
無
功
徳
底
の
信

施
で
あ

つ
て
、
而
も

こ
の
無
功
徳

底
の
信
施

は
實

は
そ
の
ま

～
無

量

の
功
徳
を
有

す

る
信
施

で
あ

る
。
か

く
て
始

め
て
、
施
者
は
,

「
佛

法
興
隆

の
志
願
深
固
な

る
」

(
欺
脛
和
荷
「
願

心
道
場
旨
趣
」
、

「
臼
隈
…和
省
全
集
」
第
八
巻

二
八

一
)外
護

者
と
な

る
こ
と
が

で
き

る
。施

者
に
就

て
は
之
れ
以
上
語

る
を
要
し
な

い
。

轟
宗
…救
周
に
於
け
る
経
濟
生
活
上
の
能
僻度
に
就
て

(
九
)
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輝
宗
教
團
に
於
け
る
経
濟
生
活
上
の
態
度
に
就
て

(
}
○
)

吾

々
が
更

に
深
く
省

察
せ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と

は
、
吾
々
が
施
物
を
受
け
る
態

度

で
あ

る
。

こ

の
態
度
は
現
實

の
世

界

に
於

て
輝
者
が
眞

實
暉
者

と
な
る
か
な
ら

蹟
か
を
決
定
す

る
契
機
と
も
云

ふ
可
き
も

の
で
あ

る
。
麗

者
が
如
何
な

る
信
施

を
も
眞
實
無
功
徳
底

に
於

て
受
け
得

る
な
ら
ば
、
彼
は
、
眞
實

の
慮

者

で
あ
軌
、
信
施

を
受
け
得

る
完

全
な

る
資

格
を
も
具
有
す

る
も

の
で
あ
り
、

叉
そ

の
故

に
こ
そ
、
彼
は
眞

實
信
施

に
封
す
る
法
施
を

爲

し
得

る
人

で
あ

り

た
く
ま
ざ

る
威
謝

の
念
を
表
現
し
得
る
人
で
あ

る
の
で
あ

る
。

さ
れ
ど
此
が
如
何

に
至
難
な

こ

と
で
あ

る
か
は

云
ふ

を
要

し
な

い
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
古
徳
方
が

之

に
就

て
示
し
残
さ
れ
て
ゐ
る
語

は
、
或

は
辛
辣

或

は
親

切
、

吾
々
の

深
く
味

ふ
べ
き
も

の
少
く
な

い
。
例

へ
ば

一
、
師

(
雲
門
交
優
灘
師

)
上
堂
云
故
知
時
雲
澆
醜
逮
昌干
像

季

近
日
師

信
北
去
禮
昌交
殊

一南
去
遊

衡

嶽
一若
慈
褻

行
脚

名
字
比
丘
徒
滑
噸信

施
一苦
哉
苦
哉
…
…
…
(
「
景
徳
傳
燈
録
」
十
九

ノ
十

八
し

二
、
汝
還
知
塵

三
界
無
安
猶
如
火
宅
且
汝
未
F是
得

安

樂
底

人
上只
大
作
昌群
隊

一テ

他

人
世
遮

邊

那
邊
飛
光
野
鹿
相
似

但
知
求
レ衣
爲
レ.三
ル
コ
,
ヲ
食
若
慈
塵

孚
行
昌他
王
道
一知
壌
國

王
大
臣

不
レ
拘
レ
汝
父
母
放
レ汝
出
家

十

方
施
圭
偉

汝

衣
食

一

…
…
須
7具
昌漸
悦
儒知
レ恩
始
得
幽…
…
(
玄

沙
宗

一
大
師

の
場
合
、
同

上
十
八

ノ
十
)

三
、
石
霜

山
慶
諸
暉
師
:
…
.抵
昌大
潟

山
法
會

翁

来

頭
一
一
日
師

在
呂米
寮
内
一鯖
レ
米
潟

山
云
施
圭

物
莫
昌拠
撒
一師

日
不
二

拠

撒
一潟
山
於
昌地
上
一拾
二得

一
粒
一云
汝
道

不
昌抱
撒
一這
箇
什
壌
麗
得
來
師
無
レ
封
…潟
山

又
云
莫
レ…欺

遣

一
粒

子
聯百
千
粒

從
昌這

一
粒

一生
師

日
百
千
粒
從
昌這

一
粒
一生
未
審
這

一
粒
從
昌什
嬢

露
一生
鴻

山
呵

々
笑
蹄
昌方
丈
一(
同

上
十
五

ノ
十
五
)
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此
等

は
何
れ
も
信
施

の
み

に
就

て
正
面
か
ら
敏
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
が
、

吾
々
は
之
等

に
於

て
租
師

方
の
信

施

に
就

て
の
辛
辣
な
或
は
親
切
な
敏
示
を
味
得
す

る
こ
と
が
出

來
る
。

斯

の
如
き
租
師

方
の
敏

示
を

十
分

に
味
得

し
自

己
の
者
と
爲
し
去
り
、
道
眼
具
足

切
暉

者

の
面
目

に
恥
ぢ

ざ
る
底

に
至
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
然
ら
ざ

れ
ば

、
臨
濟
灘
師
よ
り
徒

に

「
十
方
の
信
施
を
消
」
一す

る
鰭

漢
と

罵
ら

れ
、
或
は

他

時
異

日
茸
と
な

り
て
信
施

の
恩

に
報

い
ね
ば
な
ら
な

い

(
臨
濟

録

に
云

ふ

「
道

眼
不
レ
明
鑑
須
レ抵
レ債
索
コ飯
鑓

有
ソ

日
在
。
何
故

如
レ此
入
レ道

不
レ通
レ理
復
レ身

還
昌信
施
一長

者
八
十

一
其
樹

不
レ生
レ耳

」と
9
)
無
難
和
伺
は
、

そ
の
「
帥

心
記
」

ど

中

の

「
我
庵

門
徒

中
に
法
度

之
事
」

に
於

て
、
「
坊
主

は
天
地

の
大
極
悪
也
、
無
レ所
レ作
而
渡
世
。
大

盗
人
也
」
令
自

隠

和
爾

全
集
L
第

一
巻

四

一
五

)
と

云
ふ
て
ゐ
ら
れ

る
が
、
「
大
極
悪
」
「
大
盗

人
」
と
な

る
と
な
ら

ざ
る
と
は
、
所

謂

「
君
子
愛
レ財
取
レ之
有
レ道
」

で
、

唯
吾

々
の
態
度

一
つ
に
懸
る
を

思

へ
ば
膚

に
粟
を
生
す

る
を
禁

じ
得
な

い
。

四

信
施
及
び
信
施
者

に
野
し
て
執

る

べ
き
態
度

は
、
自
ら
信
施
物

の
消
費

に
封
し

て
執

る
べ
き
態
度

で
あ

る
。
.即
ち

之
を
目
す
る

こ
と
天
下

の
公
器
の
思
を
以

て
し
、
無
限

の
鳳
謝
と
節

度
と
を
以
て
浩
費

せ
ね
、ば
な
ら

な

い
。

叉
信
施

物

は
生
産

さ
れ
た
物

で
あ

る
か
ら
、
鳳
謝
は
生

産
者

に
封
し

て
延
長

さ
れ
、
生
産
者
の
螢
苦
を
ゆ
め

忘
れ

て
は
な
ら

な

い
の
で
あ

る
。

衣

に
、
前

に
も
述

べ
た
檬

に
、
原
始
佛
教
時
代
よ
り
、
佛

者

の
経
濟
生
活

の
資
源

の
中
心
は
信
施

に
あ

つ
た
。
而

縄
宗
教
團
に
於
け
る
経
濟
生
活
上
の
態
度
に
就
て

(
一
一
)
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輝
宗
教
團
に
於
け
る
経
濟
生
活
…上
の
態
度
に
就
て

(
一
二
)

て
こ
の
時
代

に
於
て
は
信
施

は
圭
と

し
て
行
乞

に
よ

つ
て
得
ら
れ
た
。

こ
の
行
乞
は
、
佛
激
が

印
度
よ
り
支
那

へ
支

那
よ
り

日
本

へ
と
傳

來
す
ろ
と
共
に
、
・
叉

こ
れ
が
登
展
分
化
し

て
諸
宗

が
成
立
す
る
と
共
に
、

次
第
に
行
は
れ
な

い

様

に
な
り
、
後
世

で
は
縫

に
灘
門

に
於
て
の
み
行

は
れ
る
に
至
つ
た
。

こ
の
間

に
於
て
、
暉

門

に
於
て
は
、
生
活

の

資

源
が
、
圭

と
し
て
行
乞
と
作
務

普
講
と

に
よ

つ
て
得
ら
れ
た
時
代

も
あ

つ
た
が
、
後
世

に
な

る
に
從

て
寺
領
や
所

薦

に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
程
度
が
高
く
な
つ
た
。
此
等
の
問
題
は
、
灘
め薮

團
の
経
濟
生
活
の
推
移
を
考
察
し
そ
の
あ

る
べ
き
相
を
省
察

せ
ん
と
す

る
場
合
忽

諸

に
す
べ

さ
問
題

で
は
な

い
が
、
叢

で
は
唯

一
瞥

す

る
に
止
め
こ

の
稿
を
了

り

た
い
と
思

ふ
。

原
始
佛
教

々
團

の
経
濟
生
活

に
於

て
は
、

一
方

に
於

て
生
産
的
行
爲

は
禁

止
せ
ら
れ
、
他
方

に
於

て
消
費

の
苦
行

圭
義

・
節
制

圭
義
が
極
端

に
愈
重
さ
れ
た
。
こ

の
消
費
生

活
上
の
態
度

は
彼

の

「
四
依
法
」

に
最

も
よ
く
現
れ

て
ゐ

る
。
而
て
、
藪

で
特

に
指
摘

せ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
原
始
教
團

に
於
て
は
殆
セ
あ
ら
ゆ

る
生
産
的

行
爲
が
禁

ぜ

ら
れ
、
石
を
捜

き
土
を
搬

ぶ
が
如
き
行
爲

さ

へ
も
比
丘

の
威
儀

に
悸

る
も

の
で
あ

り
比

丘
は
之

に
直
接
た
す
さ
は
る

べ
か
ら
ざ
る
も

の
と
し
て
禁

ぜ
ら

れ
て
ゐ
た
の
で
あ

る
。
(
「
密
敏
究
」

第
七
十
號
、
拙
稿
レ「
原

始
佛
敏

々
團

の
輕
濟

生

活
」
参
照

)。
然

る
に
、

支
那
及
び

日
本

に
於

て
は
、
特

に
六
祀

以
後
の
灘
宗
敏
團
に
於

て
は
、
作
務
普
請
が
奪
重

さ
れ
る
に
至

つ
た
。
作
務
普
請
が
尊
重

さ
れ

た
こ
と
は
直

接
生

産
的
行
爲
が
奪
重

さ
れ
た

こ
と

を
意
味
す

る
の
で
な

い
こ
と

は
既

に
述

べ
た
通
り

で
あ

る
が
、
、兎

に
角
奪

重
さ
れ
る
様

に
な

つ
た
℃

こ
の
愛
化

の
契

機
を
何
腱

に
求
む

ぺ
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き
で
あ
ら
う
か
。
予
の
大
謄
な
る
想
像
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
契
機
は
次
の
三
つ
の
黙
に
求
め
ら
る
べ
き
も
の

と
思
ふ
。
先
づ
印
度
民
族
は
観
想
静
慮
を
生
命
と
す
る
に
封
し
、
支
那
民
族
は
観
想
静
慮
を
奪
重
せ
ざ
る
に
非
る
も

之
と
併
行
し
て
實
際
的
活
動
を
も
尊
重
す
る
と
云
ふ
雨
者
の
民
族
性
の
差
異
、
第
ご
に
原
始
教
團
の
戒
律
に
は
絵
ウ

に
煩
現
な
形
式
が
多
か

つ
た
が
、
支
那
敏
團
の
戒
律
は
形
式
よ
り
も
精
紳
を
奪
重
す
る
大
乗
的
戒
律
に
段

々
進
化
す

る
に
至
つ
た
こ
と
、
而
て
第
三
は
、
原
始
敢
團
の
経
濟
的
事
情
と
支
那
の
敷
團
の
糎
濟
的
事
情

の
差
異
。
今
や
紙
幅

は
書
き
た
か
ら
第

一
と
第

二
と
に
就
て
は
暫
く
措
き
、
第
三
の
み
に
就
て
卑
見
の
要
領
を
記
し
て
置
き
た
い
。
所
謂

コ
ニ
武

一
宗
の
厄
L
の

一
つ
な
る
唐
武
宗
の
壌
佛
の
原
因
と
し
て
道
教
の
磨
佛
蓮
動
と
武
宗
の
宗
教
政
策
を
あ
げ
る

こ
と
が
出
來
る
が
、
武
宗
が
宗
教
政
策
と
し
て
腰
佛
を
行
ふ
に
至
つ
た
重
要
な
る
原
因
の

一
つ
と
し
て
當
時
の
教
團

の
魁
曾
的
脛
濟
的
力
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
磨
佛
に
際
し
て
、
良
田
の
没
牧
せ
ら
る
～
も
の
藪
千
萬
頃
、
開

放
さ
れ
た
寺
院
の
奴
脾
十
五
萬
人
、
蹄
俗
せ
し
め
ら
れ
た
偲
尼
二
十
六
萬
五
百
人
と
云
は
れ
る
。(
稻
葉
君
山
氏

「
支

那
肚
會
史
研
究
」

に
よ
る
)
。
こ
の
歎
字
は
當
時
の
敏
團
の
肚
會
的
経
濟
的
力
が
如
何
に
大
で
あ
つ
た
か
を
物
語
る
。

こ
の

「
厄
」
の
當
時
に
於
け
る
灘
宗
敏
團
の
杜
會
的
経
濟
的
力
は
ど
ん
な
で
あ

つ
た
ら
う
か
。
徳
山
は
こ
の
厄

の
爲

に

「
避

難̀
於
濁
浮
山
之
石
室
し

(
「
景
徳
傳
灯
録
」
十
五

ノ
三
)
と
あ
り
、
鶉
洋
の
慧
忠
國
師
は
こ
の
厄
に
あ
ふ
て

一

慮

「
爲
昌白
衣
」

(
同
上
ゴ
三
ノ
三

一
)
と
あ
る
か
ら
、
灘
宗
教
團
も
亦
こ
の
磨
佛
の
甥
象
と
な

つ
た
こ
と
は
明
で
あ

る
。
然
し
他
宗
教
團
程
の
肚
會
的
経
濟
的
力
が
あ

つ
た
様
に
は
思
は
れ
な

い
。
唐
夫
宋
初
と
な
れ
ば
大
衆
の
藪
五
百

藤
宗
教
}團
に
於
け
る
纏
濟
生
活
上
の
能
順度
に
就
て

(
一
三
)
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騨
宗
教
團
に
於
け
る
経
濟
生
活
上
の
態
度
に
就
て

(
一
四
)

人
千
人
或
は
千
五
百
人
と
歎
字
が

「
景
徳
傳
燈
録
」

に
見
ゆ

る
か
ら
、

こ
の
頃

に
は
非
常
な
肚

會
的
勢

力
を

こ
の
教

團

も
有

す
る
檬

に
な

つ
た
と
見
ね
ば
な
ら
な

い
。
滋
會
的
勢
力

の
増
大
は
纏
濟
的
勢
力
を
件

ふ

の
で
あ
る
か
ら
、

こ

の
頃

に
於

て
は
相
當
大
き
い
肚
會
的
経
濟
的
力
を
有
す

る
様

に
な

つ
た
と
云
ひ
得
る
。

こ
の
様

に
こ
の

「
厄
」

の
當

時

に
於
け

る
こ
の
敢
團

の
こ

の
力
は
他
宗
敏

團
の
如
き
も

の
で
な

か
つ
た
と
思
は
れ

る
。
況

や
、
輝
宗
寺
院
が
律
寺

〆

院

に
從
属
し
て
存
在
し
て
ゐ
た
當
時
や
.
こ
の

「
厄
」
に
先
き
だ

つ
こ
と
歎
十
年
百
丈
和
荷
が
猫
自
の
清
規
を
制
定

し
暉
宗
寺
院
を
律
寺
院
よ
り
濁
立
せ
し
め
た
當
時
に
於
け
る
そ
の
輕
濟
的
力
は
、
固
よ
り
云
ふ
ま
で
も
な
か
ら
う
。

然
し
、
百
丈
和
爾
以
後
に
於
て
は
、
新
興
の
濁
立
敏
團

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
大
衆
の
歎
五
百
人
千
人
と
ま
で
は
行

　

か
す
と
も
、
そ
の
輕
濟
的
力
に
相
鷹
せ
ざ
る
多
く
の
大
衆
を
擁
す
る
様
に
な

つ
た
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
ρ
原
始

教
團
の
生
活
の
精
紳
と
形
式
と
を
出
來
得
る
限
り
囁
取
し
た
當
時
の
灘
宗
教
團
が
、
前
者
の
排
斥
し
た
所
の
作
務
普

請
と
云
ふ

N
種
の
生
産
的
行
爲
を
尊
重
す
る
に
至
つ
た
圭
要
な
る
原
因
は
、
か
～
る
事
情
に
求
め
ら
る
べ
き
も
の
と

思
ふ
。
然
し
、
吾
々
が
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
藤
宗
教
團
に
於
て
は
作
務
普
請
を
唯
輩
に
脛
濟
的
行
爲
と
し
て
奪
重

せ
す
、
之
に
於
て
正
念
工
夫
不
断
相
績
と
云
ふ
宗
教
的
な
憤
値
が
見
出
さ
れ
奪
重
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
経
濟
的
便
値
よ
り
宗
教
的
債
値

へ
と
、
作
務
普
請
の
債
値
が
韓
換

さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
信
施
及
び
作
務
普
請
を
中
心
と
し
て
、
顧
宗
激
團
或
は
個
々
の
輝
者
は
、
そ
の
経
濟
生
活
に
於
て
如
何
な
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る
態
度
を
と

る
べ
き
か
を
、
粗
師

方
の
教

示
を
規
準

と
し
て
考
察

し
て
見

た
の
で
あ
る
が
、

元
來
、

如
何
な

る
方
面

に
せ
よ
、
租
師
方

の
消
息
は
予

の
如
き
者
が
容
易

に
窺

ひ
得
ざ

る
も

の
で
あ

る
。
思
ふ

に
、
租
師
方

の
眞
意

を
誤
り

解
し
、
そ

の
痛
烈
な
る
叱
責
を
受

く
る
や
必
定

と
思

ふ
。
誠

に
漸
憶

の
至
り

で
あ
る
。

附
記
。
本
論

は
此
の
特
輯
號

の
首
題
た
る

「
東
洋
交
化
と
灘
」
中

の

一
問
題
と
し

て
予
に
課
せ
ら

れ
た
も

の
に
就

て
の

一
試
論
に
す
ぎ
な

い
が
、
本
論

の
題
目
が

「
東
洋
文
化
と
職
」
な

る
闘
題
中

に
於
け

る
地
位

つ
ま
h
・
「
東
洋

文
化
と
灘
」
な

る
問
題
中

の

一
問
題
と
し

て
の
性
質

に
就

て
は
登
然
考
察
を

行
つ
て
ゐ
な

い
。

こ

の
意

味
に
於

て

予

の
本
論

に
封
す

る
責
は
果
さ
れ
て
ゐ
な

い
か
ら
他
日
之
を
果
さ
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
右

の
問
題

に
封
す

る
予

の

墓
本
的
な
見
地

の
み
は
記
し
て
置
き

た
い
。
即
ち
、
東
洋
交
化

の

一
測
面

た
る
東
洋
的
経
濟

の
観

念
と
實
践

と
に

は
東
洋
的
特
性
が
あ
る
、
こ
の
東
洋
的
特
性

の
成
立

に
は
佛

敏
の
影
響
決
し

て
少
く
な
い
。
而

て
佛
教

の
影
響
中

に
於
て
輝

の
影
饗

は
大

に
し

て
異
色

あ
る
様

に
思
ふ
。
本
論

は
こ
う
し
た
見
地

に
立

つ
て

の
卑
見

の
展
開

の

一
部

分

で
あ

る
。
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)


